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町
民
の
み
な
さ
ま
へ

　

今
回
の
議
会
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
苅
田
町
議
会
で
は
３

月
５
日
か
ら
10
日
間
諸
活
動
を
自
粛
す
る
と
い
う
事
を
議
会
運
営

委
員
会
決
定
事
項
に
よ
り
、
３
月
５
日
か
ら
11
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
一
般
質
問
を
中
止
す
る
こ
と
が
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し
た
。
非

常
に
残
念
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
町
政
へ
の
審
議
権
も
さ
る
事
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の
行

政
全
般
に
対
し
て
の
知
る
権
利
を
含
め
、
町
民
参
画
の
機
会
喪
失

を
招
い
た
事
に
つ
い
て
議
会
と
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

真
に
人
類
共
通
の
敵
と
も
い
え
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
と
共
に
、町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
、「
３

つ
の
密
」
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
一
日
も
早
い
日
常
を
回
復
し
て
頂
き
た
い
と
祈
念
致
し
ま
す
。

苅
田
町
議
会 

議
長　

坂
本
東
二
郎

予定されていた一般質問の順位と質問要旨　（令和２年第１回定例会）

質問者氏名 質　　問　　要　　旨

白 石 　 学 １　新年度予算編成 　２　会計年度任用職員制度

尾 形 　 均 １　苅田町公共施設等総合管理計画　２　安全、安心な街づくり

屏 　 正 隆 １　子育て世代について　２　学校教育について　３　人材育成について

小山　信美 １ 防災対策　２ 産後ケアについて　３「おくやみコーナー」の設置

友田　敬而 １　新型コロナウイルスについて

岩 谷 　 潔 １　空家対策　２　子育て支援　３　農業振興

井 上 　 修 １　JR 小波瀬西工大前駅について　２　役場本庁舎について
３　城南の町営住宅について　４　白川地区・片島地区の活性化について

武内幸次郎 １　山積する課題への取り組み状況

桝谷　忠明 １　空家問題について　２　定住化施策について　３　企業誘致について

梶原　弘子 １　国保税について　２　難聴者対策を願う
３　町有地の竹林と周辺草刈り整備を願う　４　町内企業対策をきく

花見　文敏
１　苅田町三大祭りについて　２　新型コロナウイルスについて
３　町内の公園整備について　４　災害対策について
５　長寿祝い金について

－ 3 － － 2 －



－ 5 － － 4 －－ 4 －

一般会計 131 億 5,978 万円 1.9％

　　　国民健保険特別会計 32 億 1,551 万円 1.5％

　　　後期高齢者医療特別会計 5億 1,964 万円 ▲ 0.7％

　　　介護保険特別会計 27 億 4,366 万円 3.3％

　　　土地区画整理事業特別会計 7億 481 万円 32.8％

　　　住宅新築資金等特別会計 285 万円 ▲ 1.3％

　　　苅田臨空産業団地開発事業特別会計 110 万円 ▲25.1％

　　　京都郡公平委員会特別会計 70 万円 5.4％

合 計 203 億 4,805 万円 2.8％

子
育
て
に
優
し
い
新
年
度
予
算
可
決
！

予算総額１３１億５, ９７８万円
（前年度比２億５１３１万円増）

３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
２
年
度
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
や
、
町
道
路
線
の
認
定
な
ど
を
審
査
し
、
い
ず
れ
の

議
案
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

１
３
１
億
５
９
７
８
万
円
と
前
年
度
比
１
・

９
％
の
増
で
、
６
年
ぶ
り
に
１
３
０
億
円
を
超

え
た
予
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
議
内
容
及
び

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
は
６
ペ
ー
ジ
に
、
議

決
結
果
は
10
〜
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

特
別
会
計

％％

％％％％

％％

％％

％％％％％％％％％％％％％％％％

％％

前年度比 

今年の注目事業今年の注目事業 令
和
２
年
度
予
算

－ 5 －

保育士の拡充保育士の拡充
200 万円200 万円

保育士を確保することで保育士を確保することで
待機児童の解消待機児童の解消

外国語指導助手外国語指導助手
2,068 万円2,068 万円

児童・生徒の英語発音や児童・生徒の英語発音や
国際理解教育の向上を図る国際理解教育の向上を図る

ため池ハザードマップの改定ため池ハザードマップの改定
2,200 万円2,200 万円

災害発生時の災害発生時の
避難対策避難対策

地域集会所の建て替え地域集会所の建て替え
5,020 万円5,020 万円

住みよい地域社会の住みよい地域社会の
実現実現

防災力の向上防災力の向上

地域力の強化地域力の強化

子育て支援子育て支援

英語教育の充実英語教育の充実

町税
79億 7,731 万円

地方譲与税等
2億 5,402 万円

使用料及び手数料
1億 7,574 万円

分担金及び負担金
9,641 万円

国県支出金
29 億 4,072 万円

繰越金
8,030 万円

町債
1億 6,300 万円

その他
14 億 7,228 万円

歳入

議会費　
1億 6,333 万円

予備費
1,000 万円

災害復旧費
245 万円

諸支出金
3,382 万円

総務費
16 億 4,075 万円

民生費
48 億 8,187 万円

衛生費
14 億 5,961 万円

土木費
12 億 3,090 万円

教育費
17 億 6,033 万円

公債費
11 億 2,020 万円

消防費
4億 7,656 万円

農林水産業費
2億 9,791 万円

商工費
8,050 万円

労働費　155 万円

歳出



補
正
予
算

平
成
31
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）
は
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
６
８
４
１
万
５
千
円
を

追
加
し
、補
正
後
の
総
額
は

１
４
５
億
５
４
０
９
万
１
千

円
。
ま
た
、
閉
会
日
に
平

成
31
年
度
一
般
会
計
補

条
例
制
定

●
苅
田
町
歴
史
資
料
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

＊平成 31 年度補正予算

条
例
の
制
定

国
の
地
方
文
化
財
保
護
行

政
の
推
進
力
の
強
化
を
図

る
方
針
に
沿
っ
て
、更
な
る

適
正
な
管
理
の
た
め
制
定

条
例
改
正

●
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例

公
務
災
害
の
算
定
根
拠
に
、

給
料
を
含
む
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
所
要
の
改
正

●
苅
田
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
一
定
の
職
に

あ
る
方
の
報
酬
を
支
払
う

た
め
等
の
、
所
要
の
改
正

●
苅
田
町
印
鑑
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例

成
年
被
後
見
人
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
差
別
さ
れ
な

い
よ
う
、
印
鑑
登
録
資
格

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
。

●
苅
田
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例

県
か
ら
提
示
さ
れ
た
標
準

保
険
税
率
と
現
行
の
保
険

税
率
等
と
の
間
に
乖
離
が

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
税

率
等
を
改
正
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
所
要
の
改

正
。

●
苅
田
町
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例

償
還
免
除
の
対
象
に
破
産

手
続
開
始
の
決
定
等
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
貸

付
利
率
の
変
更
を
行
う
た

め
、
所
要
の
改
正
。

●
苅
田
町
介
護
保
険
条
例

昨
年
10
月
の
消
費
税
10
％

へ
の
引
き
上
げ
に
合
わ

せ
、
低
所
得
者
の
保
険
料

の
更
な
る
軽
減
強
化
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
。

そ
の
他
の
議
案

●
町
道
路
線
の
認
定

都
市
計
画
法
第
40
条
の
帰

属
に
伴
う
道
路
を
、
町
道

と
し
て
認
定
。

●
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
、
町
の
区
域
の
変
更

苅
田
沖
土
砂
処
分
場
の
埋

立
て
約
１
万
６
千
平
方

メ
ー
ト
ル
が
部
分
竣
工
し

た
た
め
、
空
港
南
町
に
編

入
。

●
財
産
の
取
得

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両

を
購
入
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

苅
田
小
学
校
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
馬
場
小
学
校

区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

苅
田
町
総
合
福
祉
会
館
、

苅
田
町
町
民
温
水
プ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
を
、
そ
れ

ぞ
れ
指
定
。

人
事
案
件

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

福ふ
く
し
ま島　

均
ひ
と
し

氏
を
選
任

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
の
推
薦

今い
ま
ば
や
し林

ユゆ

りリ
氏
、
沖お

き
な
が永

圭け
い
こ子

氏
、
金き

ん
た
に谷

清き
よ
し志

氏
を

推
薦

●
副
町
長
の
選
任

澤さ
わ
た
り渡

裕ひ
ろ
ふ
み文

氏
を
選
任

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命

井い
の
う
え上

三み

つ

こ
津
子
氏
を
任
命

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命沖お
き
な
が永

圭け
い
こ子

氏
を
任
命

正
予
算
（
第
５
号
）
を
追

加
上
程
。
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
８
７
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

１
４
５
億
６
３
９
６
万
１
千

円
。

－ 7 － － 6 －

Q&A

平
成
31
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

【
民
生
費
】

Ｑ
社
会
福
祉
整
備
助
成

金
と
は
。

Ａ
与
原
に
建
築
中
の
小

規
模
保
育
園
。

Ｑ
工
事
が
止
ま
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
か
。

Ａ
建
築
途
中
に
て
、
建

築
物
と
建
築
予
定
地
の

大
き
さ
の
問
題
な
ど
が

発
生
し
た
た
め
。

Ｑ
予
算
を
繰
り
越
す
理

令
和
２
年
度
苅
田
町

一
般
会
計
予
算

Ｑ
苅
田
駅
か
ら
空
港
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
の
検
討
は
。

Ａ
以
前
も
利
用
客
が
少

な
く
、
コ
ス
ト
面
も
含

め
計
画
は
な
い
。

Ｑ
「
集
会
所
施
設
整
備

補
助
金
」
に
つ
い
て
、

何
カ
所
か
。

Ａ
与
原
下
・
提
・
桜
ケ
丘

の
３
カ
所
で
、
２
千
万
円

を
上
限
に
、
３
分
の
２

を
補
助
す
る
。

Ｑ
「
老
人
ク
ラ
ブ
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
昨
年

度
よ
り
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
理
由
は
。

Ａ
老
人
ク
ラ
ブ
の
団
体

数
は
同
じ
だ
が
、
加
入

す
る
会
員
数
の
減
少
に

よ
り
、
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

議
案 

質 

疑

予
算
特
別
委
員
会

由
は
。

Ａ
事
業
者
と
協
議
を
重

ね
、
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
た
が
、
見
込
め

な
い
た
め
。

Ｑ
小
規
模
保
育
事
業
者

を
決
定
し
た
経
緯
は
。

Ａ
２
社
よ
り
応
募
が
あ

り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
与
原
保
育
園

に
決
定
。

Ｑ
今
年
度
中
に
完
成
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
事

業
者
の
再
選
考
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ
年
度
内
の
完
成
が
見

込
め
な
い
理
由
も
申
請

者
の
責
任
で
は
な
く
、

国
庫
補
助
者
の
意
向
も

確
認
し
た
上
で
繰
越
が

や
む
を
え
な
い
と
判
断

し
た
。
更
に
本
予
算
は

２
歳
児
ま
で
の
保
育
を

行
う
施
設
を
建
設
す
る

も
の
で
あ
り
、
事
業
者

も
保
育
士
確
保
の
準
備

が
整
っ
て
い
た
の
で
事

業
継
続
の
判
断
を
し
た
。

Ｑ
「
苅
田
町
中
心
市
街

地
空
き
店
舗
対
策
事
業

補
助
金
」
の
具
体
的
な

内
容
は
。

Ａ
空
き
店
舗
の
改
装
費

や
家
賃
等
の
一
部
を
補

助
す
る
。
５
店
舗
を
見

込
ん
で
い
る
。

Ｑ
消
防
団
員
の
数
は
足

り
て
い
る
の
か
。

Ａ
団
員
数
は
、
１
１
５

名
で
充
当
し
て
い
る
。

Ｑ
「
外
国
語
指
導
助
手

委
託
料
」
に
つ
い
て
、

人
数
と
増
減
は
。

Ａ
３
人
か
ら
１
名
増
や

し
、
４
人
を
予
定
し
て

い
る
。

Ｑ
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
用
機
器
借
り
上
げ

料
」
の
内
容
は
。

Ａ
白
川
小
学
校
の
モ
デ

ル
事
業
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
の
整
備
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
30
台
、
教
材
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
借
り
上
げ

な
ど
。

Ｑ
「
町
民
プ
ー
ル
指
定

管
理
委
託
料
」
に
つ
い

て
、
利
用
人
数
と
収
益

は
。

Ａ
値
上
げ
に
よ
り
、
利

用
者
数
は
減
っ
て
い
る

が
、
収
入
は
増
え
て
い

る
。令

和
２
年
度
苅
田
町

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

Ｑ
前
年
度
よ
り
、
保
険

料
が
減
っ
て
い
る
理
由

は
。

Ａ
２
年
お
き
に
見
直
し

を
し
て
お
り
、
保
険
料

率
の
変
更
に
よ
る
。

令
和
２
年
度
苅
田
町
下

水
道
事
業
会
計
予
算

Ｑ
公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
今

後
認
可
区
域
を
広
げ
る

の
か
。

Ａ
現
在
、
予
定
の
70
％

を
終
了
し
て
い
る
。
ま

た
、
認
可
区
域
は
今
後

広
げ
て
い
く
。

ICT 研修の様子

令
和
２
年
度
苅
田
町

水
道
事
業
会
計
予
算

Ｑ
町
内
２
カ
所
の
浄
水

場
や
、
京
築
地
区
水
道

企
業
団
と
の
責
任
水
量

は
料
金
に
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
な
い
か
。

Ａ
責
任
水
量
を
減
ら
す

こ
と
は
難
し
い
が
、
ト

ン
当
た
り
１
７
８
円
か

ら
１
２
０
円
に
な
っ
た
。

【一般会計（第４号）】
歳出（増額補正の主なもの）
 ・港湾整備事業負担金
  ・小学校施設改修工事
  ・小学校ＩＣＴ環境整備工事
  ・中学校施設改修工事
  ・中学校ＩＣＴ環境整備工事
  ・公共施設整備基金積立金
 【一般会計（第5号）】
 ・新型コロナウイルス対策関連
 【国民健康保険特別会計（第４号）】
 ・一般被保険者療養給付費
 【介護保険特別会計（第４号）】
・居宅介護サービス給付費等

1395万円
8140万円

1億 6552万円
1485万円
6691万円
5億円

987万円

2000万円

3050万円

３
月
定
例
会

平
成
31
年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
慎
重
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算
等
40
件
（
２
月
26
日
〜
３
月
25
日
）
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総務常任委員会視察研修▷▷▷愛知県一宮市、岐阜県瑞浪市（１月 30・31 日）

てほしいとの市民の要望を受け、２８０MHz
防災ラジオシステムを導入して各家庭に配布
し、防災情報のみならずオレオレ詐欺等の注
意喚起の呼びかけ等にも活用しているとのこ
とである。
　今後の議
員活動に生
かしていき
たい。

　一宮市では、浸水の疑似体験ができるＶＲ
動画を活用して市民の防災意識の高揚を図る
事業と防災・災害復興拠点として震度６強に
も耐えられる免震構造の本庁舎の建て替えに
ついて、視察を行った。
　瑞浪市では、市域の 70％が山林で起伏に富
んだ地域であることを考慮し、「大雨、暴風
時には、屋外の防災無線が聞き取りにくい」、
防災情報を家の中でも確実に聞けるようにし

防災・減災

厚生文教常任委員会視察研修▷▷▷兵庫県明石市・岡山県高梁市（1 月 21 日・22 日）

　次に岡山県高梁市では、高校・大学が存在
し地域の若者を集積してはいるが、卒業後の
若者の定着率が低いことが課題であり、卒業
後の高梁市への定着を狙い、給付型奨学金制
度を設けていた。
　実情が違う
２つの自治体
から学んだこ
とを、今後の
議論に生かし
ていきたい。

　兵庫県明石市では、近隣に大都市があるた
め保育士の確保が困難であり、保育士確保の
優遇策を互いに競い合っている状況とのこと
であった。首長の公約である待機児童解消を
目指し、あらゆる子育て施策を行っていた。
明石市のような、子育て政策をすべて行うこ
とは本町では難しいと思えたが、何か問題に
直面したときは、参考になる自治体であると
確信した。

保育士確保の施策

総
務
常
任
委
員
会

▼
平
成
31
年
度
苅
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第

４
号
︶

︻
総
務
費
︼

Ｑ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
販
売
業
務
等
委
託
料

の
理
由
は
。

Ａ
申
請
が
少
な
か
っ
た
。

︻
公
債
費
︼

Ｑ
公
債
費
は
、
当
初
決

め
た
数
字
で
返
済
し
て

い
く
と
思
う
が
、
補
正

理
由
は
。

Ａ
金
利
を
補
正
し
て
い

る
。
元
金
に
つ
い
て
の

補
正
は
な
い
。
31
年
度

借
り
入
れ
金
利
が
減
少

し
た
た
め
、
減
額
補
正
。

︻
町
税
︼

Ｑ
固
定
資
産
税
を
約

３
億
５
千
万
円
補
正
し

て
い
る
が
。
当
初
か
ら

見
込
め
る
と
思
う
が
。

Ａ
当
初
予
算
編
成
す
る

際
に
、
歳
入
を
全
て
出

し
切
っ
て
、
合
わ
せ
て

歳
出
を
作
る
と
、
そ
の

後
の
補
正
対
応
が
で
き

な
く
な
る
、
税
に
つ
い

て
は
、
少
し
余
裕
を
見

て
、
３
月
の
補
正
で
対

応
す
る
。

︻
繰
越
金
︼

Ｑ
決
算
の
繰
り
越
し
見

込
額
は
。

Ａ
現
在
確
定
は
し
て
い

な
い
。

委
員
会 

質 

疑

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▼
町
道
路
線
の
認
定

Ｑ
町
道
路
線
の
決
定
手

順
は
。

Ａ
事
前
に
協
議
を
行
い
、

完
了
後
帰
属
し
て
も
ら

う
。

▼
新
た
に
生
じ
た
土
地

の
確
認
に
つ
い
て

Ｑ
経
緯
の
説
明
を
。

Ａ
北
九
州
空
港
の
海
上

保
安
庁
の
基
地
が
隣
接

地
に
さ
ら
に
拡
大
す
る

の
に
伴
い
、
新
た
な
土

地
と
す
る
も
の
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
︵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
︶

Ｑ
今
回
で
す
べ
て
買
い

替
え
は
終
了
な
の
か
。

Ａ
４
台
中
最
後
の
１
台
。

Ｑ
ル
ー
ト
の
見
直
し
検

討
協
議
は
年
何
回
か
。

Ａ
運
行
委
託
契
約
が
５

年
に
１
回
で
あ
り
、
来

年
度
、
新
し
い
契
約
を

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

▼
平
成
31
年
度
苅
田
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

Ｑ
最
大
で
い
く
ら
上
が

る
の
か
。

Ａ
最
大
は
不
明
だ
が
、

平
均
す
る
と
一
人
３
千

円
程
度
上
が
る
。

Ｑ
保
険
税
率
は
毎
年
上

が
る
の
か
。

Ａ
今
年
と
同
じ
よ
う
な

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
れ
ば

上
が
る
と
思
う
。

▼
苅
田
町
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

Ｑ
保
険
料
が
引
き
下
げ

ら
れ
た
理
由
は
。

Ａ
低
所
得

者
層
へ
の

配
慮
と
消

費
税
増
税

に
伴
う
負

担
軽
減
の

予
定
。
現
在
内
部
で
検

討
中
。

Ｑ
内
部
の
検
討
内
容
は
。

Ａ
時
刻
の
問
題
、
ル
ー

ト
の
問
題
を
前
向
き
に

精
査
し
て
い
き
た
い
。

▼
平
成
31
年
度
苅
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第

４
号
︶

︻
土
木
費
︼

Ｑ
港
湾
整
備
事
業
負
担

金
は
今
後
も
継
続
さ
れ

る
の
か
。

Ａ
町
と
し
て
非
常
に
大

事
な
事
業
で
あ
り
、
定

期
的
に
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

を
続
け
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
た
め
。

▼
平
成
31
年
度
住
宅
新

築
資
金
等
特
別
会
計
補

正
予
算
︵
第
１
号
︶

Ｑ
特
別
会
計
は
今
後
も

継
続
す
る
の
か
。

Ａ
債
権
回
収
が
必
要
な

期
間
は
継
続
す
る
。

た
め
。

▼
平
成
31
年
度
苅
田
町

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第

４
号
︶

︻
民
生
費
︼

Ｑ
長
寿
祝
金
の
減
額
理

由
は
。

Ａ
２
２
１
人
の
見
込
み

に
対
し
、
実
績
が

１
９
７
人
と
な
っ
た
た

め
。

︻
教
育
費
︼

Ｑ
奨
学
資
金
貸
付
金
の

減
額
理
由
は
。

Ａ
新
規
貸
付
者
14
名
予

定
し
て
い
た
が
、
実
績

が
１
名
だ
っ
た
た
め
。

介護保険被保険者証

産業建設常任委員会視察研修▷▷▷沖縄県那覇市（２月５・６・７日）

し、市内で操業している。また、未来のＩＴ
人材の育成を目的とし、小中学生を対象とし
たＩＴ関連事業に取り組んでいる。
　視察を通して、本町も北九州空港の利活用
及びＩＴ人材の育成について、今後どのよう
な支援ができ
るか、議会の
中で議論をし
たいと思う。

　沖縄県は那覇空港に航空機整備が可能な地
上３階建ての格納庫を建設。民間の航空機整
備会社『ＭＲＯ　Ｊａｐａｎ』と賃貸借契約
し、国内及び東南アジア中心のＬＣＣマー
ケットとして捉え国内初の航空機整備事業展
開している。
　次に、那覇市の『ＩＴ創造館』を訪問。創
造館はＩＴ産業の振興施設として那覇市が平
成 17 年に設立。現在まで 67 社の企業が卒業

航空機整備・IT産業



議 案 番 号 議　　　案　　　題　　　名

末
石　

伸
二

花
見　

文
敏

村
上　

智
宣

屏　
　

正
隆

岩
谷　

潔

尾
形　

均

白
石　

学

友
田
敬
而

桝
谷
忠
明

小
山
信
美

井
上　

修

武
内
幸
次
郎

梶
原
弘
子

松

日
出
美

沖
永
義
樹

坂
本
議
長

結　

果

議案第１号 令和２年度苅田町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 - 可決

議案第２号 令和２年度苅田町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 - 可決

議案第３号 令和２年度苅田町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第４号 令和２年度苅田町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第５号 令和２年度苅田町土地区画整理事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第６号 令和２年度苅田町住宅新築資金等特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第７号 令和２年度苅田町苅田臨空産業団地開発事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第８号 令和２年度京都郡公平委員会特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第９号 令和２年度苅田町下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第10号 令和２年度苅田町水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 11号 苅田町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 12号 苅田町会計年度任用職員の給与，費用弁償及び旅費に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 13号 苅田町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 14号 苅田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 - 可決

議案第 15号 苅田町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 16号 苅田町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 17号 町道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 18号 新たに生じた土地の確認について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 19号 町の区域の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 20号 財産の取得について（コミュニティバス） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 21号 苅田小学校区放課後児童クラブ指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 22号 馬場小学校区放課後児童クラブ指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 23号 苅田町総合福祉会館指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 24号 苅田町町民温水プール指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 25号 平成３１年度苅田町一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 26号 平成３１年度苅田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 27号 平成３１年度苅田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 28号 平成３１年度苅田町介護保険特別会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 29号 平成３１年度苅田町土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 30号 平成３１年度苅田町住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 31号 平成３１年度苅田町下水道事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 32号 平成３１年度苅田町水道事業会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 33号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

議案第 34号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

議案第 35号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

議案第 36号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

令和２年第１回 苅田町議会定例会議決結果一覧表

議会広報特別委員会（143号の企画・編集）
議会広報特別委員会（143号の企画・編集）
福岡県町村議会議員研修会
議会運営委員会（一般質問の持ち時間、
議長報告、議会報告会、議会ペーパーレ
ス化の調査について）
厚生文教常任委員会行政視察（兵庫県明
石市、岡山県高梁市）
行政視察受入（大阪府八尾市）　地理情報
システム（GIS）導入による業務効率化に
関する苅田町の取り組みについて
厚生文教常任委員会（各種サービスの利
用者負担額変更、学力状況、これまでの
教育改革の成果と今後の施策、教育に関
する事務の管理及び執行状況の点検及び
評価報告書、ケアトランポリン事業につ
いて）
総務課常任委員会行政視察（愛知県一宮
市、岐阜県瑞浪市）

８日
14日
15日
17日

21～ 22日

23 日

29日

30～ 31日

議会運営委員会（区長連合会との議会懇
談会について）
産業建設常任委員会行政視察（沖縄県　
那覇市）
議会運営委員会（区長連合会との議会懇
談会について）
全員協議会（３月定例会提出予定議案に
ついて）
議会広報特別委員会（144号の企画・編集）
区長連合会との議会懇談会
議会運営委員会（3月定例会について）
議会開会
予算特別委員会（正・副委員長選出）
議案質疑

4日

５～７日

12 日

19日

20日
26日

28日

２月１月

議会運営委員会（３月定例会について）
予算特別委員会
付託委員会
議会広報特別委員会（144号の企画・編集）
議会閉会
議会広報特別委員会（144号の企画・編集）

4日
16～ 17日
23 日

25日
30日

３月

議 会 の ご きう

６月定例会の予定
＊会期は６月９日（火）から
　　　　　６月２6日（金）まで
＊一般質問は
       ６月 17 日（水）・18日（木）
　　　　19日（金）・22日（月）
＊開会時間　午前 10時～午後５時
＊傍聴受付   庁舎６階にて

＊問合せ先   議会事務局
☎０９３・４３４・１９８１

会の

議会中継アクセス件数
３月末時点アクセス件数

ラ イ ブ 中 継    996件
録 画 中 継 2,391件

セ

（平成31年４月からの累計）

３月議会の傍聴者
３月議会は新型コロナウイル

スの感染拡大防止のため、傍

聴自粛を依頼したこと、また

一般質問を中止したこともあ

り、傍聴者はいませんでした。

議案第 37号 平成３１年度苅田町一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可決

議案第 38号 副町長の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

議案第 39号 教育委員会教育長の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

議案第 40号 教育委員会委員の任命について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 同意

選挙第１号 苅田町選挙管理委員の選挙について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 当選

選挙第２号 苅田町選挙管理委員補充員の選挙について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 当選

選挙第３号 京築地区水道企業団議会議員の選挙について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 当選

○－賛成、×－反対　※議長は採決に加わらない。但し賛成、反対が同数の場合は議長判断による。
※選挙第1～3号については議長の指名推選により全会一致で当選

－ 11 － － 10 －



－ 12 －
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ん
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４
４
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令
和
２
年
４
月
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日
発
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０
０
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０
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９
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福
岡
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町
富
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‐
19
‐
１
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９
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４
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９
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０
９
３
・
４
３
４
・
２
０
９
９

表紙の写真

大熊公園の桜と
ひよどり

あとがき

　桜も美しく咲きそろう季節を迎える中、海外より
もたらされた「新型コロナウイルス感染症」拡大に
よって、様々な弊害がもたらされています。
　いつ・どこで発症するかわからないという不安が
あります。とりわけ我が町は昼夜の人口差が大きく、
それだけ人の出入りが大きい分、リスクを負うこと
が心配されます。公共施設の再開も町民の皆様が待
たれている中、この「感染症」の終息が一日も早い
ことを望みます。

梶原弘子

議会広報特別委員会

委  員  長 　沖永　義樹
副委員長 　友田　敬而
委　　員 　梶原　弘子
委　　員 　小山　信美
委　　員 　桝谷　忠明
委　　員 　屏　　正隆
委　　員 　村上　智宣
委　　員 　末石　伸二

　

御
祭
神
は　
〝
左
殿 

彦
火
々
出

見
尊
〞〝
右
殿 

豊
玉
姫
尊
〞
そ

し
て
正
殿
は
〝
彦ひ
こ

波な
ぎ
さ
た
け

瀲
武
鸕う

鷀が

草や
ふ
き葺

不あ
え
ず合

の
尊み

こ
と

〞
を
頂
き
、
縁

起
に
よ
る
と
、
遠
く
神
代
に
御

鎮
座
さ
れ
た
も
の
と
の
事
。

　
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
記
事
と
の

関
連
を
考
え
る
と
大
変
興
味
深

い
「
宇
原
神
社
」
は
元
々
石
塚

山
古
墳
の
西
側
付
近
に
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、

社
殿
は
な
く
、
神
域
で
あ
り
「
浮

殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
寛
治

四
年
（
西
暦
１
０
９
０
年
）
六

月
、
御
神
託
に
よ
り
官
を
浮
殿

の
地
か
ら
酉
戌
の
方
位
（
西
北

西
）
の
現
地
に
移
す
こ
と
に
な
っ

た
。

　

苅
田
町
に
は
国
指
定
重
要
文

化
財
の
石
塚
山
古
墳
が
あ
る
。

石
塚
山
古
墳
よ
り
出
土
さ
れ
た

「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
が
七
面
同
時

に
出
土
し
た
。
銅ど
う
ぞ
く鏃

と
素そ

か
ん
と
う
の

環
頭

大た

ち刀
の
残
欠
が
神
宝
と
し
て
保

管
さ
れ
て
い
る
。

　

三
角
縁
神
獣
鏡
の
背
面
に
は

中
国
の
神
仙
思
想
に
基
づ
く
図

柄
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
中
国

（
魏
）
種
鏡
式
に
沿
っ
た
重
厚
で

精
細
な
造
り
で
船
来
鏡

と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
宇
原
神
社
に

は
古
く
か
ら
山や

ま車
の

歴
史
も
あ
り
、〝
鉦
卸

し
〞
で
ス
タ
ー
ト
し
各

地
区
の
氏
子
た
ち
が
神

幸
祭
の
始
ま
り
を
告
げ

る
鉦
を
鳴
ら
し
な
が

ら
宇
原
神
社
に
集
ま

り
、
祭
り
の
安
全
を
祈

願
し
鉦
を
た
た
き
な

が
ら
各
地
区
へ
と
戻

る
。
嘉
吉
二
年
（
西
暦

１
４
４
２
年
）
に
祭
礼

が
始
ま
る
。
村
々
よ
り

笠か
さ
ぼ
こ鉾

が
出
る
。
慶
長
二

年
（
西
暦
１
５
９
７

年
）
に
村
々
が
五
穀
豊

壌
、
国
家
安
全
、
人
畜
平
安
を

祈
願
す
る
た
め
鉾ほ
こ
や
ま山

を
作
成
し

た
。
１
９
７
３
年
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

　

行
事
に
合
せ
て
山
車
の
装
飾

が
三
度
変
わ
る
。
ま
ず
一
回
目

は
灯ひ
や
ま山

と
言
い
、
ち
ょ
う
ち
ん

を
取
り
付
け
夜
の
町
を
巡
行

す
る
。
二
回
目
は
幟の

ぼ
り
や
ま山

と
言

い
、
魔
よ
け
の
赤
い
幟
を
立
て

て
町
内
を
回
る
。
そ
し
て
最
後

は
岩い
わ
や
ま山

と
言
い
、
武
者
人
形
や

花
で
飾
り
つ
け
神
幸
祭
に
参
上
。

〝
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
〞
は
こ
の
岩

山
の
突
き
当
て
で
あ
る
。

　

昔
は
九
基
の
鉾
山
だ
っ
た
が

今
は
十
四
基
で
山
車
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
山
車
同
士
の
突
き
当

て
は
観
客
の
心
に
響
き
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

宇原神社
うはらじんじゃ

苅田町苅田町
歴史探検隊歴史探検隊


